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ナウマンの古生物学的研究
Paleontological Study of Edmund Naumann (1854-1927)

矢島道子 1∗

YAJIMA, Michiko 1∗

1 東京医科歯科大学教養部
1Tokyo Medical and Dental University

ナウマン (Edmund Naumann 1854-1927)の 1875年の博士論文「シュタルンベルク湖の
杭上住居址の動物群について」は、哺乳動物化石の記載を含んでおり、古生物学者として出発したようであるが、古

生物学に関する論文は全部で 6つである。
1880年に、ライマンが集めたアンモナイト標本をヨーロッパ種に同定し、地層の時代決定に応用した。1881年に東北

地報の調査で産出した三畳紀の記載を報告した。このふたつの論文とも、同じお雇い外国人教師であるブラウンスの日
本のジュラ系の報告を批判している。

1882年には日本のゾウの歯の化石について、Palaeontographica誌に論文を寄せている。ナウマンゾウの原論文で、日
本の化石をインドのものに同定した。この論文では、当時、地球収縮説を述べていた地質学の大家エデュアルト。ジュー
スに疑問を呈している。また、ブラウンスとは時代論で議論している。

1887年の「ミンダナオ、スマトラおよびマラッカの化石象」は、ナウマンが大学教員資格を取るためのものであった。
ドレスデンの博物館にあった標本を研究したものだ。フィリピンの標本は、ライデン地質学博物館の古生物学者カール・
マルタン（J. K. L. Martin 1851～1942）の提唱したジャワ産の種に同定した。ところが、マルタンからクレームが来て
1890年に新種として提唱しなおした。
　以上、6論文であるが、大森貝塚で発掘し、考古学的研究もわずかにあるので、これも報告する。
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